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編 集 後 記

　2020 年 1 月号をお届けします．今年の冬はどんな
寒さになるのでしょうか．東京オリンピックまであ
と半年余りですが，あっという間に暑い夏がきそう
です．今年も皆様に良い年でありますように．
　さて，本号の特集は「多胎児を診る」です．家族
にとって，子どもを一度に 2 人以上授かることはう
れしい反面，不安も多々あります．出生前に小児科
医が相談を受けることもまれではないでしょう．多
胎児を診療することも日常茶飯事です．小児科医が
知っておくべき多胎の問題についての特集です．
　「多胎児の妊娠・分娩の問題」では，多胎児妊娠の
母体の問題，分娩管理や，児の合併症についての概
説です．「双胎間輸血症候群に対する胎児治療」で
は，胎盤へのレーザー手術について述べていただき
ました．「双胎間輸血症候群における生後の問題と
管理」では，双胎間輸血症候群で生まれた児の病態
と治療，管理について，また神経学的予後について
まとめていただきました．「多胎児の発達」では，双
胎児の発達予後について概説いただきました．「多
胎児の育児における悩み」では，多胎児の育児の大
変さ，支援の必要性を概説いただきました．

　特集以外に，「小児・AYA 世代の腫瘍に対する陽
子線治療診療ガイドライン」「血友病の現状と今後の
治療選択」の総説を執筆いただきました．
　また，「診療」では「小児における発熱性好中球減
少症への対応」の論文をいただきました．「オピニオ
ン」と「提言」では，「三次喫煙から乳幼児を守る」，

「バロキサビル（ゾフルーザ®）は季節性インフルエン
ザ治療に使うべきではない」というご意見をいただ
きました．日常診療の参考にしていただければ幸い
です．
　目で見る小児科では「発熱・右下腹部痛を主訴と
した盲腸憩室炎の 8 歳男児例」，また「症例」では

「黄色ブドウ球菌による多発性皮下膿瘍の 1 例」「犬
咬傷治療後に発症した Clostridium difficile 関連偽
膜性腸炎の 14 歳健常児」の報告をいただきました．
　「最近の外国業績より」では，日本医科大学小児科
教室から循環器に関する論文を紹介いただきました．
　以上，非常に充実した，盛りだくさんかつ日常診
療に役立つ内容になっています．ご一読下さいます
ようお願いいたします．

（中西　敏雄）
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